




フィーダー航路就航やターミナル整備など近年の動
きに関する講演を行った
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【国際物流総合展】
博多港、フィーダー就航PR。環境負荷低減の成果も紹介

　福岡市と博多港ふ頭は12日、東京ビッグサイト（東京都
江東区）で開かれた「国際物流総合展2024」で、フィー
ダー航路就航やターミナル整備といった近年の動きに関す
る講演を行った。環境負荷低減の取り組みを通して、CO2
（二酸化炭素）排出量を削減したことも紹介した。

　福岡市は講演で、博多港に昨年12月に就航した鈴与海運
の日本海側フィーダー航路について言及。「ドライバー不
足や災害リスクなどに関する意識が高まったことが就航につながった」と話した。近年の同港の動き
として、アイランドシティコンテナターミナルで2023年3月にDコンテナターミナルが供用開始した
ことも紹介。今後の貨物増への対応力をアピールした。

　また、博多港を利用したトライアル輸送を支援するインセンティブ制度について活用事例を説明。
北海道から九州への食品輸送の事例では、陸送による一貫輸送、陸送とRORO船を組み合わせた輸送
からRORO船を乗り継ぐ形態に切り替えたところ、CO2排出量を約6割削減した。

　博多港ふ頭は、ターミナルの環境負荷低減の取り組みについて発表。ストラドルキャリアのハイブ
リッド化、RTG（タイヤ式トランスファークレーン）の電動化、リーファーコンテナに日よけの屋根
を設置するなどしてきた。取り組み前の09年と23年とを比較すると、1TEU当たりのCO2排出量は13
キログラムから約8・6キログラムに減少する成果があった。

　新たな取り組みとして、トレーラーでのバイオ燃料活用の実証実験や環境配慮型船舶に対する入港
料のインセンティブ制度を導入したことを紹介した。
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